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水道部の組織再編（4月1日～）

●上下水道施設の維持全般（下水
処理場、水道配水池、ポンプ施
設など）

　事務の合理化による経営基盤強化のため、水道部で
は水道事業と下水道事業の組織再編を行い、事務の共
同処理・相互協力などを円滑に
行える効率的な執行体制を整備
します。上下水道の窓口業務を
一本化し、市民サービスの向上
を図ります。

水道部（水道課、下水道課、浄化センター）

水道部（上下水道課、工事課、施設課）

現在

再編後

●メーターボックス上に車や積み荷を置かない
●犬はメーターボックスや出入口から離れた場所に

つなぐ
●水道メーターやメーターボックスの周り、メー

ターボックスまでの通り道はきれいにしておく
●施錠のため敷地内へ入れない場合は、検針人が

声掛けする場合あり
※長期不在などにより施錠する場合は水道課に連

絡してください

徴収開始日 ４月１日～
手数料 １件当たり3,000円（別途消費税など相当
額）
支払方法 再開栓手数料は再開栓後最初の水道料
金と、閉栓手数料は閉栓後最終の水道料金と併せ
て納付
※開栓中の水道を、閉栓せず別の使用者に変更
（名義変更）し引き続き使用する場合は、再開栓・
閉栓手数料は不要

水道メーター検針に協力願います 再開栓・閉栓に手数料が必要となります
定期的に水道メーターの確認をしましょう

●本庁舎2階（水道部へ再編後）の見取り図 ●施設課は池田下水処理場にあります

水道検針が２カ月に１回になります

　経費削減と経営改善の一環として、毎月行っている水道検針を平成30年４月から２カ月に
一度の隔月検針へ移行します。土岐川を境に川南地区、川北地区に分け、それぞれ検針しま
す。

※移行調整により請求時期が現行より1カ月遅くなるため、平成30年度のみ川南地区（５月）、
川北地区（６月）は請求なし
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❶問い合わせの際は水栓番号を知らせて
ください
❷前回指示数と今回指示数の差が２カ月

分の使用水量です
❸２カ月分の使用水量を２分割します。１

立方メートル未満の端数は前半の月に
含めます
❹使用月毎に分けて上水道料金、下水道

料金を請求します
❺納期限・振替日は使用月の翌々月の末

日です
❻お知らせ欄には検針の際の連絡事項を

表示します

「使用水量のお知らせ」の
様式を変更します

● 隔月検針への移行日 ４月１日～

検針日

請求日

（移行前）毎月 ⇒ （移行後）川南地区…奇数月、川北地区…偶数月
（移行前）検針のあった翌月 ⇒ （移行後）検針のあった翌月と翌々月

敷地内の全ての水道蛇口を締めた状態で、水道メーター
のパイロットを確認。パイロットが回っている場合、漏水の
可能性があります。

Ch
eck!

▲水道メーターのパイロット

　隔月検針への移行により、宅内（敷地内）での水漏れなどの発
見が遅くなる可能性があります。宅内での水道管理については
使用者が行わなければなりませんので、定期的にメーターを確
認し、漏水の早期発見に協力をお願いします。
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エレベーター

●事業計画
●上下水道の改良、維

持工事
●改良、維持工事に

かかる事務
●上水道管、下水道

管の修繕
●給水管、下水取付

管の修繕
●漏水調査業務
●浸水対策（計画・整

備）

●窓口業務
（開閉栓の受付、配
管状況問い合わせ
など）

●料金、使用料、負担
金、分担金徴収

●給水排水設備の申
請、受付、検査

●経理全般（水道、下
水、農業集落排水）

など

工事課 上下水道課

施設課の業務案内

県立多治見病院

中央本線
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（池田下水処理場内）

など
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